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低温セ ンタ温吹田地区の在 り方

吉 永 弘

大阪 大 学 に は,極 低温 実 験 室 が早 く中之島 に設 備 され そ の後理 学 部 と共 に豊 中地 区 に移 った が,工 学

部 産 業科 学研 究所 な どは キ'ヤンパ スを異 に す る ため,液 体 ヘ リウム ・液 体 水素 の使 用 には 永 年 苦労 し

て きた。 幸 に昭 和43年44年 度 に特 別 設備 費 の交 付 を受 け,吹 田地 区 に 新 しい キ ャ ンパ スが でき る

と共 に,三 菱UL-150Eヘ リウ ム液化 機 と同 じ くUL-80H水 素 ヘ リウム液 化機 を設 置 す る こ とが で

きた。 機 種 の選 定 に つい ては,当 時 大 型 の液 化装 置 に 故障 が 多 く研 究 に支障 を きた して い る話 を色 々 き

ド

いたので,運 軽に問題の最も少いと思われるものを選んだわけである。勿論将来液体ヘ リウムの使用量

が急激に増加することは明かで,、特に大型の低温工学設備には,超 大型の液化機或は専用の液化機が設

備される必要のあることを想定 している。.関係者の努力により最初の計画通 り,44年7月 から液体ヘ

リウムの供給が開始せられ,46年4月 大阪大学低温センJ」一一の発足と共にその吹田分室 となり,以 来

円滑な液体ヘリウム,液 体水素の供給を行っている。

低温センター吹田地区の在 り方としては,液 体ヘリウム・液体水素及び液体窒素の供給が任務の一つ

であるが,新 しい低温研究特に低温工学研究が発展してゆくたゐbに』は,低 温センターが最も有効eLtwく

ことが大切である。運営委員会で検討せられ以下のような方針をとることになった。

1)円 滑な液化ガス供給態勢の確立。これにはオペV一 ターの熟練 ・供給方法の改善 ・設備の整備など

言 うまでもないことである。

2)低 温利用技術の開発。これには低温研究に必要な高度 の低温技術の蓄積,低 温に関する情報の収集,

基本的な低温利用部品の在庫 と供給などを考える。

3)共 同利用研究設備の整備。 これには低温を必要とする研究装置で価格 ・使用頻度 ・使い易さの点か

ら共同利用装置とした方が望ましい装置を整備 し,セ ンターの職員の協力の下で低温研究を推進する。

またセンター職員による実験装置の開発を行い,そ の結果を利用者に開放する。

4)低 温工学への寄与。 これは低温工学的研究が今後重要ecな りつつあるので,低 温センターはその低

温技術の面で,そ れらの研究に寄与ナる。

その結果現在までに次のようなものができている。

1)共 同利用実験室。低温に関する研究は各研究室でばらばらで行われるよりは,低 温センター内に纒

めて行 うことができれば,液 体ヘ リウムの運搬 ・ヘリウムの回収の便宜の他,研 究設備を共用するこ

とができ,研 究の協力も容易eeな る。この考えで液化機の建物に付属して約180m2の 共同利用実験
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室 が47年3月 に完 成 した6こ こで行 わ れ る研 究 に つい て は公 募 せ られ,実 験 室 の使 用 規定 に よ って

6ケ 月 を一 期 として,現 在 工 学 部 及 び産 業 科 学 研究 所 の方 々に よ り次 の よ うな研 究 が 行 わ れ てい る。

'"
マ イ ク ロ波 超 音波 に よる固 体 物性 の研 究"。"強 磁 場 下 に おけ る半導 体 お よび分 子 結 晶 の エ キ シ トン

発 生 に関 す る研 究"。"第 盈種 超電 導 体(V。Nb)の 中 性子 照 射 損傷"。"波 長選 択 性 を有 す る遠赤 外 検

知 器 とこれ を利 用 す る遠 赤 外 分光 装 置 の研 究"。"超 高 電圧 電 子 顕微 鏡 用極 低 温 ス テ ー ジの 開発"

2)共 同利 用 装置 。 工 学 部 の数 入 の方 の 申請 せ られた47年 度 一 般研 究Aの 科 学 研 究 費 に よって,100

KG超 電導 マ グ ネ ッ トとク ライ オ ミニが購 入 せ られ,こ れ らは 低温 セ ン ター に設 置 して一 般 に共 用 せ

られ る こ とに な っ た。超 電導 マ グ ネ ッ トは 内外 両 セ ク シ ョ ンに 分 れ,外 側 セ クシ ョンの みで は140㎜

φ の空 闘 に50KG,内 側 セ ク シ ョンを入 れ る と26胡 噸 の空 間 に100K:Gが 発 生 し,』マ グ ネ ッ トは ス

プ リ ッ ト型 で光 学 測 定 が で き る よ うに4方 向 に窓 が あ る。14肋 蹴φの空 間 で50K:Gの 場 合 と26㎜

φの空 間 で100KGの 場 合,夫 々常 温 まで任 意 の強度 で使 用 で きる試料 用 の クラ イオ ス タ ッ トが 付 陥

して い る。 ク ラ イオ ミニは22。Kま で 任意 の温 度 が 簡単 に得 られ る冷凍 設 備 で光学 実 験 に も使 用 で き

る。 そ の他 経常 費 に よ っ て購 入 したS(WエDシ ス テ ムは ジ ョセ フ ソ ン効 果 の応 用 で10-UGの 微 少磁

場 も測 定 で きる高 精 度 磁 場 電場 測 定装 置 で あ る。 また ヘ リウ ム リー クデ ラ クタ ー も使 え る よ うに な っ

てい る。 更 に最 近He3を 利 用 す る極 低 温発 生装 置 を試 作 中 であ り,He3-He4冷 凍 機 設 置 の希 望 もあ

り ミ リ度程 度 の極 低 温 の開発 とそ の利 用 も考 え られ て い る。

ミリ度 の極 低温 は赤 外 検 知 器 の性 能 を格段 に改 善 す る もの で あ り,上 記 のSQU工Dシ ステ ムに よ る微

弱磁 場 の測 定 は既 に学 部 の研 究 室 と協 同 研 究 の案 が進 め られ てい る。 更 に超 電 導 材料 の特 性 試験 を100

KGの 磁 場 の 下 で行 う研 究 も協 同 す る こ とに な ってい る。設 置 した い共 同実 験 設 備 は 多 々あ り,そ め設

置 には 今 後 大 きな努 力 が必 要 であ るが,そ れ らの実 験 設 備 を 中心 と して低 温材 料 工学,低 温 電磁 工 学 な

どの分 野 で従 来 の講 座 制 の枠 に と らわれ ない各 種 の プ ロゼ ク トチ ー ムを組 織 し,低 温 研究 特 に低 温 エ学

の研 究 に 役 立 って ゆ く こ とを念願 してい る。
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